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市民意識における普遍的ニーズについて 

過去の庁舎整備に係るアンケート調査や、各種委員会等から市民の意向を分析し、

経年変化を踏まえた上で市民意識における普遍的ニーズを抽出する。 

過去の踏まえるべき経年変化は、下表のとおりであり、以下の事項を中心に分

析・整理を行う。 

○近江八幡市まちづくり構想（H24.3） 

○新たな生業を育む歴史薫るまちづくり計画（H26.6） 

○近江八幡市庁舎整備基本構想（H26.6） 

○近江八幡市庁舎整備等基本計画（H28.2） 

 

【参考（過去の経緯）】 
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1 )  近江八幡市まちづくり構想（H24 . 3 ）  

( 1 )  近江八幡市市庁舎に関するアンケート調査（平成 23 年 11 月） 

■調査の目的■調査の目的■調査の目的■調査の目的    

本調査は、老朽化や機能の劣化など、現庁舎の課題解消を目指し今後の市庁舎

はどうあるべきかについて市民意向を把握し、「近江八幡市庁舎のあり方検討委

員会」での議論の基礎資料とすることを目的として実施したものである。 

■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要    

○市庁舎にあると良い施設として、市民からの様々な相談・要望に対応できる総市民からの様々な相談・要望に対応できる総市民からの様々な相談・要望に対応できる総市民からの様々な相談・要望に対応できる総

合窓口スペース合窓口スペース合窓口スペース合窓口スペースが一番多く、次いで、福祉や介護を支援するスペースが多い。 

○これからの近江八幡市庁舎のあり方で重要視する事は、福祉に配慮した人にや福祉に配慮した人にや福祉に配慮した人にや福祉に配慮した人にや

さしい市庁舎さしい市庁舎さしい市庁舎さしい市庁舎が一番多く、次いで、災害に強く命と絆を結ぶ市庁舎災害に強く命と絆を結ぶ市庁舎災害に強く命と絆を結ぶ市庁舎災害に強く命と絆を結ぶ市庁舎が多い。 

○これからの近江八幡市庁舎にふさわしいイメージは、近江八幡市庁舎にふさわしいイメージは、近江八幡市庁舎にふさわしいイメージは、近江八幡市庁舎にふさわしいイメージは、市民生活と地域活性化に市民生活と地域活性化に市民生活と地域活性化に市民生活と地域活性化に

結びついていること結びついていること結びついていること結びついていることが一番多く、まちづくりの拠点となる施設として認識され

ていることが確認できる。 

 

【参考：アンケートの結果概要】 
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2 )  新たな生業を育む歴史薫るまちづくり計画（H26 . 6）  

3 )  近江八幡市庁舎整備基本構想（H26 . 6 ）  

( 1 )  官庁街に関するラウンドテーブル（平成 24 年 9 月,11 月）  

■調査の目的■調査の目的■調査の目的■調査の目的    

    本会議は、「官庁街をにぎわい活性化させ、防災機能を充実させるためにはどの

ような仕組みや仕掛けが必要か」をテーマに市民の皆様と討議を行うラウンドテー

ブルを開催したものである。 

■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要    

会議の目的を官庁街のにぎわい創出としたため、人を集めることに繋がる意見が

多く出された。また、市役所での手続きやサービスの充実を望む意見もあった。 

○庁舎を中心に複合的な機能を集積させ、にぎわい創出へとつなげればよい庁舎を中心に複合的な機能を集積させ、にぎわい創出へとつなげればよい庁舎を中心に複合的な機能を集積させ、にぎわい創出へとつなげればよい庁舎を中心に複合的な機能を集積させ、にぎわい創出へとつなげればよいので

はないかとの意向が強い。 

○市役所の待ち時間に、周辺の施設や公園で過ごせる市役所の待ち時間に、周辺の施設や公園で過ごせる市役所の待ち時間に、周辺の施設や公園で過ごせる市役所の待ち時間に、周辺の施設や公園で過ごせるようにようにようにようにしては。 

○市役所をシンボルとして市役所をシンボルとして市役所をシンボルとして市役所をシンボルとして、新しいまちと古いまちをつなげたり、市役所を観光

スポットにするなど、誰もが利用できる行政以外の機能を持たせる必要がある誰もが利用できる行政以外の機能を持たせる必要がある誰もが利用できる行政以外の機能を持たせる必要がある誰もが利用できる行政以外の機能を持たせる必要がある。 

○官庁街に防災機能は必要である。 

〇にぎわいは市役所周辺だけではなく全学区に必要ではないか。 

【参考：ラウンドテーブルの結果概要】 
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( 2 )  官庁街のこれからのまちづくりに関するアンケート調査（平成 24 年 9 月） 

■調査の目的■調査の目的■調査の目的■調査の目的    

本調査は、公共施設の規模や機能等の見直しの中で官庁街区外への移転が増え

るなど、これまでの官庁街が有してきた行政サービスが変化（空洞化）している

なかで、これからの新たな官庁街のまちづくりの方向性を検討するため、市民の

まちづくりに対する意向を把握することを目的に行ったものである。 

■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要    

市民にとっての官庁街の役割は、行政サービスの充実が最も重要であり、併せ

て、有効な土地利用が求められていると考えられる。 

○今後の官庁街に望むことは、「行政サービスが一層充実しているまち」「行政サービスが一層充実しているまち」「行政サービスが一層充実しているまち」「行政サービスが一層充実しているまち」が最も

多く、「多様な健康・福祉サービスが受けられるまち」「多様な健康・福祉サービスが受けられるまち」「多様な健康・福祉サービスが受けられるまち」「多様な健康・福祉サービスが受けられるまち」、「商業施設やオフィ

スが立地するにぎわいのあるまち」が続いている。 

○この調査においても官庁街ににぎわいを創出することを前提としていることか

ら、「買い物や通院、生活サービスなど生活に必要な施設を官庁街に一括して

整備」、「市民が気軽に利用できるたまりとなる場や機会の創出」「市民が気軽に利用できるたまりとなる場や機会の創出」「市民が気軽に利用できるたまりとなる場や機会の創出」「市民が気軽に利用できるたまりとなる場や機会の創出」、「美しい「美しい「美しい「美しい

景観の形成や心和む豊かな緑の創出」景観の形成や心和む豊かな緑の創出」景観の形成や心和む豊かな緑の創出」景観の形成や心和む豊かな緑の創出」の順に多くなっている。 

○まちの顔づくりに向けては、地域固有の歴史や文化、都市の風格、美しいまち地域固有の歴史や文化、都市の風格、美しいまち地域固有の歴史や文化、都市の風格、美しいまち地域固有の歴史や文化、都市の風格、美しいまち

なみが感じられるまちづくりなみが感じられるまちづくりなみが感じられるまちづくりなみが感じられるまちづくりが求められている。 

 

【参考：アンケートの結果概要】 
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4 )  近江八幡市庁舎整備等基本計画（H28 . 2 ）  

( 1 )  委員会からの報告書（平成 27 年 10 月） 

■■■■委員会委員会委員会委員会の目的の目的の目的の目的    

本報告書は、100 年のまちづくり近江八幡 にぎわいのある官庁街推進委員会

において、市民各層で議論を行い、官庁街ひいては新市庁舎の姿を描いてみたも

のである。 

■■■■委員会委員会委員会委員会のののの結果結果結果結果概要概要概要概要    

この委員会での賑わいとは、単に人が集まることではなく、市民間交流（共

助）、行政と市民の共同の場づくりを指すものであると考えられる。 

○官庁街・市庁舎整備基本計画の基本的考え方としては、行政機能とともに、交交交交

流機能や、防災中核機能、環境中核機能、地域福祉拠点機能が重要流機能や、防災中核機能、環境中核機能、地域福祉拠点機能が重要流機能や、防災中核機能、環境中核機能、地域福祉拠点機能が重要流機能や、防災中核機能、環境中核機能、地域福祉拠点機能が重要になるもの

と位置づけている。 

○100 年のまちづくり・にぎわいのある官庁街の実現に向けては、「個別施設の個別施設の個別施設の個別施設の

建築が全体として融合し、にぎわいの創出建築が全体として融合し、にぎわいの創出建築が全体として融合し、にぎわいの創出建築が全体として融合し、にぎわいの創出に結びつけられること」と「個別施

設が単なる建築物ではなくそれぞれがにぎわい機能を担っていくこと。市の行

政も建て替えを機に住民サービスの更なる充実、効率化、効果化が図られ、他他他他

の施設と一体となって（これをリードして）にぎわい機能の創出、近江八幡市の施設と一体となって（これをリードして）にぎわい機能の創出、近江八幡市の施設と一体となって（これをリードして）にぎわい機能の創出、近江八幡市の施設と一体となって（これをリードして）にぎわい機能の創出、近江八幡市

の更なる発展に寄与することの更なる発展に寄与することの更なる発展に寄与することの更なる発展に寄与すること」の 2 点が求められるものと位置づけている。 

 

【参考：委員会からの報告書の概要（基本計画の構図）】  
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( 2 )  パブリックコメント（平成 27 年 12 月～平成 28 年 1 月） 

 

■■■■パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントの結果概要の結果概要の結果概要の結果概要    

○パブリックコメントでは、13 名、28 件の意見が出された。 

〇基本計画（案）に関する意見では、市民のにぎわいや交流の場づくりや近江八

幡の特色の発信等の大切さに対する意見がある一方で、「できる限りコンパク「できる限りコンパク「できる限りコンパク「できる限りコンパク

トにし、コストを抑制すべき」、「文化交流・創造機能や多目的交流機能は必トにし、コストを抑制すべき」、「文化交流・創造機能や多目的交流機能は必トにし、コストを抑制すべき」、「文化交流・創造機能や多目的交流機能は必トにし、コストを抑制すべき」、「文化交流・創造機能や多目的交流機能は必

要性を吟味すべきでは」など、過大とならない庁舎機能や規模、事業費の抑制要性を吟味すべきでは」など、過大とならない庁舎機能や規模、事業費の抑制要性を吟味すべきでは」など、過大とならない庁舎機能や規模、事業費の抑制要性を吟味すべきでは」など、過大とならない庁舎機能や規模、事業費の抑制

に対する意見もあった。 

〇一方、その他建設場所や周辺のにぎわい形成に関する意見としては、「「「「現庁舎現庁舎現庁舎現庁舎

位置に限定しない、病院跡地等の活用検討を位置に限定しない、病院跡地等の活用検討を位置に限定しない、病院跡地等の活用検討を位置に限定しない、病院跡地等の活用検討を」」」」やややや「「「「庁舎周辺のオープンスペー庁舎周辺のオープンスペー庁舎周辺のオープンスペー庁舎周辺のオープンスペー

スを有効活用した、市民や若者が集える場づくりスを有効活用した、市民や若者が集える場づくりスを有効活用した、市民や若者が集える場づくりスを有効活用した、市民や若者が集える場づくり」」」」に対する意見も寄せられて

いる。 

 

【参考：パブリックコメントの結果概要（主な意見）】  

寄せられた意見の要旨（基本計画案に関する意見） 

コスト抑制・コストバランスを考慮し、将来にわたって市民に負担増、しわよ

せが続くことのないよう、新庁舎建設計画の見直しをお願いします。 

あれもこれもふくらんでいく計画に見えます。予算もしっかりきめて、出来る

限りコンパクトに集約していくべきではないでしょうか。大きくすればするほ

ど、維持管理費のコストも大きくなります。 

現在、クリーンセンターから学校、コミセン等での多額の建築費用が必要にな

っていると思いますが、出来るだけ経費節減の方向でお願いしたい。 

文化交流・創造機能と多目的交流機能は市役所に必要なスペースでしょうか。 

「にぎわい・交流機能」として新庁舎もしくは官庁街に新しい図書館を作るこ

とに反対します。 

議員の調査・研究に資料を提供することは、重要なことですが、そのために専

用の図書室を設けることは、非効率かと考えます。 

カフェ的なものに、新聞や雑誌をおいてあるような場所を造ってはどうでしょ

う。 

地場産業を扱うなど近江八幡の特色を活かした施設の導入については、市民の

交流だけでなく、地場産業の振興にもつながる大切な視点と考えます。 

商店街や町おこしボランティアなど市民のアイデアや力を発揮させる場所づく

りをすすめていただきたいです。 

市内のグループ活動の発表の場、展示会等の場所を無償で提供してほしい。 

太陽光や雨水利用など（再生可能エネルギー）を積極的に導入することを強く

望みます。 

自然素材の活用は、近江八幡らしさをアピールし、地場産業の活用の観点から

も有効と考えます。コスト観点の検討もしつつ導入・整備を願います。 

市役所は、災害があったときの一番の拠点となる所なので、安心・安全の耐震

構造を強く望みます。 
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寄せられた意見の要旨（その他、建設場所や周辺のにぎわい形成に関する意見） 

新庁舎の建設位置を現在駐車場になっている病院跡地に見直していただきた

い。 

官庁街一帯を一つの大きなスペースとして考えた総合計画を立てられないか。 

緑を大事にした自然に包まれた、官庁街。 

心の豊かさや安らぎ自然との共生を求める。マルシェができるスペース、野外

音楽ステージやフリーマーケット、物産販売など若い人たちが集える場所をつ

くる。市民の愛着が湧く。 

災害時の避難場所にもなる緑の公園。緑豊かな市民が集える防災機能もかねた

緑地公園。 
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5 )  近江八幡市庁舎整備等基本設計（H29 . 3 ）  

( 1 )  パブリックコメント（平成 29 年 3 月） 

■パブリックコメントの結果概要■パブリックコメントの結果概要■パブリックコメントの結果概要■パブリックコメントの結果概要    

〇パブリックコメントでは、172 名、451 件の意見が出され、基本設計（案）に

関する意見としては 205 件、その他の意見が 251 件であった。 

○パブリックコメントでは、「「「「建設費が高い。将来の人口減少を想定した庁舎規建設費が高い。将来の人口減少を想定した庁舎規建設費が高い。将来の人口減少を想定した庁舎規建設費が高い。将来の人口減少を想定した庁舎規

模になっているのか模になっているのか模になっているのか模になっているのか」」」」やややや「「「「行政機能だけあれば良い。豪華な庁舎はいらない。行政機能だけあれば良い。豪華な庁舎はいらない。行政機能だけあれば良い。豪華な庁舎はいらない。行政機能だけあれば良い。豪華な庁舎はいらない。

質素でシンプルな質素でシンプルな質素でシンプルな質素でシンプルな庁舎でよい庁舎でよい庁舎でよい庁舎でよい」など、」など、」など、」など、事業費負担の懸念事業費負担の懸念事業費負担の懸念事業費負担の懸念に対する意見が多く寄

せられている一方で、個別の計画についての要望等、施設の機能等を確認する

ものが多く見られた。 

 

【参考：パブリックコメントの結果概要（主な意見）】  
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6 )  近江八幡市公共施設等総合管理計画（H29 . 3）  

( 1 )  市民アンケート調査（平成 28 年 5～6 月） 

■調査の目的■調査の目的■調査の目的■調査の目的    

本調査は、公共施設等（公共施設・インフラ）の利用状況や利用頻度、年齢や

居住地域等の属性、各種要望等の情報を収集し、総合管理計画に反映することを

目的に行ったものである。 

■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要    

○将来を見据えて公共施設のあり方を見直す（市全体の施設総量を削減すること

も含む）ことについては、「公共施設の削減はやむを得ない」と「適正に削減

すべき」が 68%を占めている。 

○公共施設の再編を行い施設の数を減らしていかなければならなくなった場合、

どのような施設から重点的に見直していくべきかについては、「利用者が少な

い施設」や「高い維持費用がかかっている施設」が多くなっている。 

○以上より、新規公共施設の整備に際しては、新規公共施設の整備に際しては、新規公共施設の整備に際しては、新規公共施設の整備に際しては、「将来の市の財政負担や人口減少「将来の市の財政負担や人口減少「将来の市の財政負担や人口減少「将来の市の財政負担や人口減少

に伴う施設の利用動向等を踏まえたうえで、適正量を判断に伴う施設の利用動向等を踏まえたうえで、適正量を判断に伴う施設の利用動向等を踏まえたうえで、適正量を判断に伴う施設の利用動向等を踏まえたうえで、適正量を判断すべき」すべき」すべき」すべき」との意向が

強く出ている。 

 

【参考：アンケートの結果概要】 
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7 )  近江八幡市第１次総合計画・基本構想（案）（H30 . 1 1）  

( 1 )  まちづくりに関する市民意識調査（平成 29 年 7～8 月） 

■調査の目的■調査の目的■調査の目的■調査の目的    

本調査は、近江八幡市第１次総合計画の策定にあたり、幅広い市民からまちづ

くりの意向について意見を収集し、本計画に活かすために行ったものである。 

■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要■調査結果の概要    

○分野別の満足度・重要度からみる市民の意向については、「重要度」が高く

「満足度」が低い分野（特に改善すべきと市民が感じている分野）として、官

庁街、庁舎に関連するものでは、行政経営や土地利用などがあがっている。 

〇重要度が高く満足度が低い行政サービス分野について、効率的な行政経営の推

進とともに、行政と市民の協働によって適切な対策を図り、市民に信頼される

行政にならなければならないことから、交流や連携の場が必要と考えられる。 

 

 

【参考：アンケートの結果概要】 
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8 )  市民意識における普遍的ニーズの抽出 

以上に基づくと、新庁舎整備に向けて、経年変化を踏まえた市民意識における普遍

的ニーズは、概ね以下の３つの点に集約され、今後の基本計画見直しにおいては、将

来的な経費抑制に十分留意しつつ、官庁街全体の交流機能の充実につながるような、

市民が手続きや相談をしやすく安心できる庁舎づくりを図る方向が求められているも

のと考える。 

 

 

 

◆官庁街の活性化◆官庁街の活性化◆官庁街の活性化◆官庁街の活性化と連携したと連携したと連携したと連携した交流機能交流機能交流機能交流機能の充実の充実の充実の充実    

〇庁舎整備が官庁街等の活性化につながるような、波及効果を高める方向性

が強く求められており、周辺の公共公益施設との連携や一体性に留意した周辺の公共公益施設との連携や一体性に留意した周辺の公共公益施設との連携や一体性に留意した周辺の公共公益施設との連携や一体性に留意した

整備方向整備方向整備方向整備方向が求められている。 

〇市役所に用事がある市民へのサービスだけでなく、庁舎周辺のオープンス庁舎周辺のオープンス庁舎周辺のオープンス庁舎周辺のオープンス

ペース等も活用しつつ、市民や若者等が集える場として、さらには市役所ペース等も活用しつつ、市民や若者等が集える場として、さらには市役所ペース等も活用しつつ、市民や若者等が集える場として、さらには市役所ペース等も活用しつつ、市民や若者等が集える場として、さらには市役所

をシンボルとして行ってみたくなるにぎわいづくりの仕掛けをシンボルとして行ってみたくなるにぎわいづくりの仕掛けをシンボルとして行ってみたくなるにぎわいづくりの仕掛けをシンボルとして行ってみたくなるにぎわいづくりの仕掛けなど、市役所

の利用率アップや、官庁街の活性化につながるような整備方向が求められ

ている。 

◆市民◆市民◆市民◆市民がががが手続きや相談手続きや相談手続きや相談手続きや相談をしやすく安心できる庁舎づくりをしやすく安心できる庁舎づくりをしやすく安心できる庁舎づくりをしやすく安心できる庁舎づくり    

〇庁舎機能に関しては、「一体的な利用度の高い住民の窓口サービス機能の「一体的な利用度の高い住民の窓口サービス機能の「一体的な利用度の高い住民の窓口サービス機能の「一体的な利用度の高い住民の窓口サービス機能の

集約配置」集約配置」集約配置」集約配置」や「防災拠点機能の確保」「防災拠点機能の確保」「防災拠点機能の確保」「防災拠点機能の確保」に対する意向が強い。 

〇市民意向としては、にぎわいの場づくりや近江八幡らしい情報発信など、

施設や行政サービスの充実施設や行政サービスの充実施設や行政サービスの充実施設や行政サービスの充実を望む声も多い。 

◆◆◆◆将来的な将来的な将来的な将来的な事業費事業費事業費事業費負担負担負担負担への配慮への配慮への配慮への配慮    

〇事業費が過大になることによる市民負担増大（様々な行政サービスの低下

等）への懸念・不安が大きく、人口減少社会、厳しい財政状況等を勘案し人口減少社会、厳しい財政状況等を勘案し人口減少社会、厳しい財政状況等を勘案し人口減少社会、厳しい財政状況等を勘案し

つつ、庁舎整備に係るコスト縮減つつ、庁舎整備に係るコスト縮減つつ、庁舎整備に係るコスト縮減つつ、庁舎整備に係るコスト縮減を図っていくことが強く求められている。 

〇コスト縮減に向けては、新庁舎整備のみならず、維持管理や仮庁舎整備も新庁舎整備のみならず、維持管理や仮庁舎整備も新庁舎整備のみならず、維持管理や仮庁舎整備も新庁舎整備のみならず、維持管理や仮庁舎整備も

含めた事業費全体の抑制含めた事業費全体の抑制含めた事業費全体の抑制含めた事業費全体の抑制を図るとともに、官庁街周辺の既存公共施設の活既存公共施設の活既存公共施設の活既存公共施設の活

用も含めて、効率的な庁舎整備用も含めて、効率的な庁舎整備用も含めて、効率的な庁舎整備用も含めて、効率的な庁舎整備を進めていくことが強く求められている。 

〇「文化交流・創造機能や多目的交流機能」等の「にぎわいスペース」の必「文化交流・創造機能や多目的交流機能」等の「にぎわいスペース」の必「文化交流・創造機能や多目的交流機能」等の「にぎわいスペース」の必「文化交流・創造機能や多目的交流機能」等の「にぎわいスペース」の必

要性要性要性要性等、施設の充実に対する意見もある等、施設の充実に対する意見もある等、施設の充実に対する意見もある等、施設の充実に対する意見もあるが、コスト縮減に向けては必要性が、コスト縮減に向けては必要性が、コスト縮減に向けては必要性が、コスト縮減に向けては必要性

を十分に吟味すべきを十分に吟味すべきを十分に吟味すべきを十分に吟味すべきである、との意向が強い。 

〇上記コスト縮減の観点から、本来の庁舎機能を本来の庁舎機能を本来の庁舎機能を本来の庁舎機能を基本と基本と基本と基本としつつ、極力しつつ、極力しつつ、極力しつつ、極力シンプシンプシンプシンプ

ルでルでルでルでコンパクトな庁舎整備を進めるべきコンパクトな庁舎整備を進めるべきコンパクトな庁舎整備を進めるべきコンパクトな庁舎整備を進めるべき、との意向が強い。 

 


